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昨年度までの実践（～平成 23 年度）ですが、

今年もこの電子ルーレットを用いて授業を進

めます。 

 

前任校の名前で済みません。 

 

 
この様な文はパワーポイントのノートでも書けますが、

ワードに貼り付ける方式で作ると図の大きさや文書の

挿入などより柔軟にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子ルーレットの良さは黄色の部分です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラミング
ＵＳＢディスクよりコンパイラーを使用する
●mikroC PRO for  AVR 2009 V3.50

●mikroBASIC PRO for  AVR  

●BASOM-AVR

WinAVR-20080512 など

上二つはＵＳＢディスクにインストールして
使用可能。 フリーソフトで制限付き使用可
能

ＨＩＤ電子ルーレット基板を使ってできること
① ターゲットマイコンに書き込みをする。
② プログラム評価ボードとして検査がで

きる。

③ はんだ付けの練習（「流し込む」の定着）

ターゲットのＡＴｔｉｎｙ２３１３を抜き取る

ポケットライトの部品として活用

電子ルーレット基板 抜き取って使う 製作するポケットライト

電子ルーレット用いてポケットライトのプログラムを作る

本題材の展開の様子 （図と写真）

修正

書き込み

ラジオペンチで足を開く・一部切断

何回も達成感を感じることができる何回も達成感を感じることができる
副教材としての電子ルーレット副教材としての電子ルーレット

松本市立女鳥羽中学校松本市立女鳥羽中学校

津金津金 一彦一彦

・女鳥羽中学校では課題解決をするためには素地が大切であると考え
ている。
・その素地は体験から会得したものプラス副教材による新たに会得した
物の二つの素地があると考える。
・体験から会得した素地は個〄の生徒で異なる。今回はこれを問題とし
ない。
・副教材を新たな素地を作る大切な物と考える。
・従来→「LEDポケットライトの製作」でははんだ付けの技術を素地とし
て大切に考えていた。
・見直し→副教材ははんだ付けの技術の習得の意味もあるが、主たる
教材への意欲のかき立てが大切と考えた。
・副教材「USB電子ルーレット」の製作で学習すること。

(1)はんだ付け技術
(2)電気一般の知識の習得
(3)プログラミング技術
(4)1１回もの達成感を味わう（USBを利用したプリント基板でこそできる技）

(5)電子ルーレット部品（マイコン）を主教材ポケットライトへの活用
・本校ではmikroC言語を用いてプログラミングを行っている。
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コバヤシ造形堂さんと、 

池田工業高等学校の 

飯島昭雄先生のお陰でこ

の基板が製作できました 

 

我ながらコンパクトにで

きました。 

 

 

はんだ付けは逆に難しく

なりますが・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この電流制限抵抗を８本付けるところが

見所なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品を最低限使用する。簡素化すること

をモットーに設計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背の低い抵抗から配線する

全ての部品を付け終わった電子ルーレット

１ 電圧制限用の青色LED

２ セラミック振動子（１２MHｚ）

３ ATtiny2313 （ソケット・IC）

４ ７セグメントＬＥＤ表示器

５ タクトスイッチ

６ ＵＳＢソケット

7

HIDaspx部分 電流制限抵抗部分



 3 

 

 

まず、左側半分の組み立てです。 

 

教師はうまくできた場合には正直に 

「上手だと」言ってあげます。 

 

 

 

 

 

これが やる気を起こすミナモトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイコンは足がたくさんあるので大変です。 

 

足と足の間隔は 2.5mmですので大変 

 

遠近両用が欲しくなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまで作って、USBに差すと、下側の青色LEDが点灯して、

上側の青色 LED が一瞬つくとパソコンとマイコンの橋渡しの

部分は完成です。 

 

オレンジ色のものはセラミック振動子です。 

１００個作って１～２個くらいはこの部品が原因で動作しな

い場合がありました。      

 

 

 

 

全員が動くまで、徹夜で修理をしていますので、こんなコトも

わかりました。 

 

段階毎に組み立てていく電子ルーレット その１

HIDaspx 部

１ 電圧制限用の青色LED （２個）

２ セラミック振動子（１２MHｚ）

３ ATtiny2313 （ICのみ）

７ ＵＳＢソケット

４ １００Ω抵抗 ２個

５ ２．２KΩ抵抗 ２個

６ ４７KΩ抵抗

マイコンのピンは対角線にはんだ付けする
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次はルーレットの表示部の製作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USBは良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MikroCを使ってプログラミングしていま

す。 

 

フリーで制限付き使用ができます。 

 

 

 

 

 

ワードでもエクセルでも大人が使う物を

中学生は使えなければいけない。これと同

じ理由で C言語で学習を進めます。 

 

段階毎に組み立てていく電子ルーレット その２

１ ATtiny2313 （ICソケット付き）

２ ４７ｋΩ

３ ７セグメントＬＥＤ表示器

４ ２２０Ω 電流制限抵抗 ８個

電流制限抵抗は１本取り付けるとLEDのセグメントが

１個点灯する 矢印の部品はつけない

ターゲットマイコンの書き込み 全点灯プログラム

ICの出力ピンと７ｓｅｇＬＥＤの各セグメントとの対応がわかる。→プログラムで大切な事項

回路を完全に組み立てていないのに電源を入れるのは邪道？

ＵＳＢの活用
◆ＵＳＢの５Ｖを電子ルーレットの電源として利用する

・電源回路を製作しなくて済む

→ 機器の小型化 →直接パソコンに差せる。

部品の減少 → つくりやすい → 完成度が上がる

低価格化 → 保護者の負担軽減

◆プログラミングの信号線として利用する

・ＵＳＢの電源と同一配線しているため 接続がケーブル１本で済む

・ケーブルを省略して 基板取付用ＵＳＢコネクタＡ型オスで更に簡単に

・書き込み動作が速い

・書き込み機が不要 → 低価格化

・水晶振動子からセラミック振動子へ

→ これで十分 低価格化 単純化

//全点灯プログラム ATtiny2313   zententou.c 

// 松本市立女鳥羽中学校 津金一彦 

// MikroC PRO for AVR 5.00  

// PB0→Ｄｐ  PＢ１→Ａseg PＢ２→Bseg  

// PB３→Cseg PＢ４→Dseg PＢ５→Eseg 

// PB６→Fseg PＢ７→Gseg （PD2→SW） 
// 2011.10.22 
 
void main(){ 

  DDRB = 0xFF;  // PORTB 出力設定 

  PORTB=0;     // PORTB を0に設定 

} 
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プログラムはUSBを通してできますので、書き

込み機は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源は USB から供給しますので電池やアダプ

タをつなぐ必要がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８本のポートの使い方が学習できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここの抵抗はまだ付けていないPB0とPB1に電流制限抵抗を付ける

全点灯プログラム
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完成した電子ルーレットは 

このようにパソコンの USB 端子に差

し込んで電源を供給して遊ぶことがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このあと、プログラミングの学習に使

います。 

 

 

 

 

 

                                      マイコンはソケットから抜いてポケ          

ットライトの部品にします 

 

電子ルーレットプログラム
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このように１１回の達成感を味わった生徒はポケットライトの製作に進みます。 

ただし、この電子ルーレットは、ポケットライトとの橋渡しまでできます。 

それはこの電子ルーレットを用いてプログラミングの練習ができます。 

更に、プログラミングされた電子ルーレットの部品は下の写真のように開いて足を切って、ポケットライトの部品として

使われます。 

 

 

 

 

左上写真 

ポケットライト 

 

右上写真 

足を切られたマイコン 

 

 

下写真 

ポケットライトの配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子ルーレットが動作する電子ルーレットが動作するタクトスイッチ取り付けタクトスイッチ取り付け

hidspxG.exehidspxG.exeでで電子ルーレット電子ルーレット書き込み書き込み

１１１１

Ｇセグメントの点灯Ｇセグメントの点灯ＰＢ７に電流制限抵抗取り付けＰＢ７に電流制限抵抗取り付け１０１０

Ｆセグメントの点灯Ｆセグメントの点灯ＰＢ６に電流制限抵抗取り付けＰＢ６に電流制限抵抗取り付け９９

Ｅセグメントの点灯Ｅセグメントの点灯ＰＢ５に電流制限抵抗取り付けＰＢ５に電流制限抵抗取り付け８８

Ｄセグメントの点灯Ｄセグメントの点灯ＰＢ４に電流制限抵抗取り付けＰＢ４に電流制限抵抗取り付け７７

Ｃセグメントの点灯Ｃセグメントの点灯ＰＢ３に電流制限抵抗取り付けＰＢ３に電流制限抵抗取り付け６６

Ｂセグメントの点灯Ｂセグメントの点灯ＰＢ２に電流制限抵抗取り付けＰＢ２に電流制限抵抗取り付け５５

Ａセグメントの点灯Ａセグメントの点灯ＰＢ１に電流制限抵抗取り付けＰＢ１に電流制限抵抗取り付け４４

Ｄｐの点灯Ｄｐの点灯

７ｓｅｇＬＥＤ取り付け７ｓｅｇＬＥＤ取り付け

ＰＢ０に電流制限抵抗取り付けＰＢ０に電流制限抵抗取り付け

３３

hidspxG.exehidspxG.exeで認識するか？で認識するか？

認識したら認識したら全点灯プログラム全点灯プログラムを書き込むを書き込む

ターゲットターゲットATtiny2313ATtiny2313を挿入を挿入

１０ｋ１０ｋΩΩ と４７ｋと４７ｋΩΩの取り付けの取り付け

２２

青色ＬＥＤ１個数回点滅、１個点灯青色ＬＥＤ１個数回点滅、１個点灯ＨＩＤａｓｐｘ部組み立てＨＩＤａｓｐｘ部組み立て１１

電子ルーレット １１回の達成感
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▲ 必要な部品をまとめてみました。少ないですね。   ▼学習過程です。 

 

コンパイラー

書き込み

演習 ＋ ヘルプファイル

貼り付け

HEX

ファイル
生成

LED ポケットライト

USB 経由

記録

提案

移植

HEX

ファイル
書き込み

 

電子ルーレットプログラムの電子ルーレットプログラムの
打ち込み打ち込み

タクトスイッチタクトスイッチ２２２２教師取り付け教師取り付け

プログラム済みプログラム済み

ATtiny2313ATtiny2313マイコン①マイコン①１１１１

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗２１２１１０ｋ１０ｋΩΩ 抵抗抵抗１０１０

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗２０２０４７ｋ４７ｋΩΩ 抵抗抵抗９９

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗１９１９極性あり極性あり青色ＬＥＤ青色ＬＥＤ ２個２個８８

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗１８１８中央がＧＮＤ中央がＧＮＤ２０ＭＨｚセラミック振動子２０ＭＨｚセラミック振動子７７

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗１７１７※※１１マイコンソケット２０Ｐマイコンソケット２０Ｐ６６

〃〃２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗１６１６２．２Ｋ２．２ＫΩΩ抵抗抵抗５５

１個付けたらテスト１個付けたらテスト２２０２２０ΩΩ電流制限抵抗電流制限抵抗１５１５USBUSB DD－用－用１００１００ΩΩ抵抗抵抗４４

向きに注意向きに注意 ※※２２７ｓｅｇＬＥＤ７ｓｅｇＬＥＤ１４１４USBUSB DD＋用＋用１００１００ΩΩ抵抗抵抗３３

教師取り付け教師取り付けATtiny2313ATtiny2313マイコン②マイコン②１３１３教師はんだ付け教師はんだ付けＵＳＢソケットＵＳＢソケット２２

※※１１マイコンソケット２０Ｐマイコンソケット２０Ｐ１２１２基板基板１１

※１ ※２ は
対角線のピンにはんだ付け→基板との密着度点検→修正→全ピンはんだ付け

電子ルーレット部品表


